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「相同染色体間の距離の調節」 

 
減数分裂の間、相同染色体は物理的にペアをつくり､効率の良い乗り換え交叉

を経て生殖細胞間の遺伝情報の多様性を生み出しています。一方脊椎動物の体
細胞では、相同染色体はペアをつくらず、物理的距離を保つことで遺伝子発現の
干渉や異常な交叉の可能性を減らしているようです。相同染色体間の距離がどの
ように決められているのかは、染色体生物学のなかで理解の遅れている分野のひ
とつです。 
教科書には体細胞の中で母親由来と父親由来の相同染色体が静止期も分裂

中もばらばらに分布するように書かれています。私達の研究チームは分裂期の相
同染色体の分布の解析から、母親由来と父親由来の相同染色体は物理的に乖離
しておりペアをつくらないのではないかと考えるようになりました。今回は、解析を
静止期を含め細胞周期を通じて母親由来と父親由来の相同染色体が混じり合わ
ない可能性を示したいと思います。なぜ相同染色体の物理的な乖離が細胞周期を
とうして維持できるのかの考察もしたいと思っています。 
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